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平成１６年 ４ 月 １ 日改正   

平成１７年 ４ 月 １ 日改正               

平成１９年 ４ 月 １ 日改正               

平成２０年 ４ 月 １ 日改正  

平成２２年 ４ 月 １ 日改正 

平成２３年 ４ 月 １ 日改正 

平成２５年 ４ 月 １ 日改正 
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平成２９年 ４ 月 １ 日改正 

平成３０年 ４ 月 １ 日改正 
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第１章 総則 

第１節 目的及び使命 

（目的及び使命） 

第１条 福山平成大学（以下「本学」という。）は、教育基本法の精神に則り、学校教育法

に定めるところに従い、広く知識を授けるとともに深く専門の学芸を教授研究し、知的、

道徳的及び応用的能力を展開させ、人格円満で教養の高い有為な人材を育成することを

目的とする。 

 

第２節 位  置 

第１条の２ 本学は、広島県福山市御幸町上岩成正戸１１７－１にこれを設置する。 
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第３節 構  成 

（学部・学科及び大学院） 

第２条 本学に次の学部及び学科を置く。 

    経営学部   経営学科 

    福祉健康学部 福祉学科 

           こども学科 

           健康スポーツ科学科 

    看護学部   看護学科 

２ 前項の各学部及び各学科における人材の養成に関する目的その他教育研究上の目的は、

それぞれ各学部規程において定める。 

第２条の２ 本学に大学院を置く。 

２ 前項における人材の養成に関する目的その他教育研究上の目的は、福山平成大学大学

院学則において定める。 

第２条の３ 本学に専攻科を置く。 

２ 前項における人材の養成に関する目的その他教育研究上の目的は、福山平成大学専攻

科規程において定める。 

（附属図書館） 

第３条 本学に附属図書館を置く。 

（全学共同教育研究施設） 

第３条の２ 本学に、全学共同教育研究施設として、次の施設を置く。 

  大学教育センター 

  情報基盤センター 

（学部の附属施設） 

第３条の３ 本学に次の学部の附属施設を置く。 

  経営学部 びんご経営リサーチセンター 

  看護学部 地域交流センター 

第４節 教職員組織 

（教職員） 

第４条 本学の教職員は、次のとおりとする。 

     学 長       講 師 
     副 学 長       助    教 
     学 部 長       助 手 
     学 科 長       事 務 職 員 
     教 授       技 術 職 員 
     准 教 授       その他の職員 

２ 教職員の職務は、学校教育法その他の法令に定めるもののほか、別に定めるところによ

る。 



学  則 

－2－1－1－3－ 

 

（学長及び副学長） 

第５条 学長は、校務をつかさどり、所属教職員を総督する。 

２ 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

（顧問及び学長補佐） 

第５条の２ 本学に顧問を置くことができる。顧問は、本学の重要事項について、学長の諮

問に応じる。 

２ 本学に学長補佐を置くことができる。学長補佐は、学長を補佐して本学の円滑な運営を

図る。 

（学部長及び学科長） 

第５条の３ 各学部に学部長を置き、各学科に学科長を置く。 

２ 学部長は、当該学部に関する事項を掌理する。 

３ 学科長は、学部長を補佐して、当該学科における教育研究に関する校務を掌理する。 

（附属図書館長） 

第５条の４ 附属図書館に館長を置き、本学の教授をもって充てる。 

２ 附属図書館長は、附属図書館に関する事項を掌理する。 

 

第５節 評議会、部局長会及び全学教授会等 

（評議会） 

第６条 本学に、学則及び大学院学則の改廃その他本学の運営に関する重要な事項につい

て審議するため、評議会を置く。 

２ 評議会に関する規程は、別に定める。 

（部局長会） 

第６条の２ 本学に、大学運営の重要な事項について審議及び連絡調整を行うため、部局長

会を置く。 

２ 部局長会に関する規程は、別に定める。 

（学部長等連絡会議） 

第６条の３ 本学に、全学教授会に提案する議題の整理及び全学的な教育研究に関する審

議等を行うため、学部長等連絡会議を置く。 

２ 学部長等連絡会議に関する規程は、別に定める。 

（全学教授会） 

第７条 本学の重要な事項について審議するため、全学教授会を置く。 

２ 全学教授会に関する規程は、別に定める。 

（学部教授会） 

第７条の２ 本学の各学部に学部の重要事項を審議するため、全学教授会の下に学部教授

会を置く。 
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２ 学部教授会に関する規程は、別に定める。 

（委員会等） 

第７条の３ 本学の全学教授会の下に委員会その他必要な会議を置くことができる。 

２ 委員会その他必要な会議に関する規程は別に定める。 

（自己評価等） 

第８条 本学の教育研究活動等について、教職員並びに大学に関する点検及び評価を行う

ため、自己評価委員会を置く。 

２ 自己評価委員会に関する規程は別に定める。 

 

第６節 学生定員 

（学生定員） 

第９条 学部の学生定員は、次のとおりとする。 

学 部 学   科 入学定員 収容定員 

経 営 学 部  経営学科   ５０  ２００ 

福祉健康学部 

福祉学科   ６０  ２４０ 

こども学科   ５０  ２００ 

健康スポーツ科学科  １００  ４００ 

計  ２１０  ８４０ 

看 護 学 部  看護学科  ８０  ３２０ 

総    計 ３４０ １３６０ 

 

第２章 学部通則 

第１節 学年、学期及び休業日 

（学年及び学期） 

第１０条 学年は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

第１１条 学年の授業は、３５週を基準とし、次の二期に分ける。 

     前 期 ４月１日から９月１５日まで 

     後 期 ９月１６日から翌年３月３１日まで 

（休業日） 

第１２条 休業日は、次のとおりとする。 

 一 日曜日 

 二 土曜日（月曜日から金曜日までの間に第３号又は第４号の休業日がある週の土曜日

は除く。） 

三 国民の祝日に関する法律に規定する休日 
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 四 開学記念日 ５月１５日 

 五 春 季 休 業 ３月１日から４月３日まで 

 六 夏 季 休 業 ８月６日から９月１５日まで 

 七 冬 季 休 業 １２月２１日から翌年１月７日まで 

 八 臨 時 休 業 その都度定める 

２ 学長は、特に必要があると認めるときは、休業日を変更することができる。 

３ 学長が特に必要と認めるときは、休業日に授業を行うことができる。 

 

第２節 修業年限及び在学期間 

（修業年限及び在学期間） 

第１３条 修業年限は、４年とする。 

２ 別に定める場合を除き、在学期間は、４年以上８年までとし、同一年次に２年を超えて

在学することができない。 

 

第３節 教育課程及び履修方法 

（授業科目） 

第１４条 授業科目及び単位数は、別表第一及び別表第一の二のとおりとする。 

（副専攻） 

第１４条の２ 学生は、所属する学部学科の教育課程の履修とは別に、同一学部の他の学科

又は他学部学科の特定分野に係る科目群の授業科目を副専攻として履修することができ

るものとする。 

２ 副専攻に関し必要な事項は、別に定める。 

（履修単位） 

第１５条 学生は、別表第一の三に定める区分により授業科目を履修し、それぞれの学部ご

とに定める履修単位以上を修得するものとする。 

２ 各学部・学科の教育課程及び学習の評価は、授業科目履修細則、各学部規則その他に 

定めるところによる。 

（単位の計算方法） 

第１６条 一授業科目を修了した学生には、単位を与えるものとする。各授業科目に対する

単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成すること

を標準とし、次の基準によって計算する。 

 一 講義及び演習については、１５時間から３０時間をもって１単位とする。 

 二 実験、実習及び実技は、３０時間から４５時間の授業をもって１単位とする。 

（授業の方法） 

第１６条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれら 
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の併用により行うものとする。 

２ 前項の授業は、文部科学大臣が別に定めるところにより、多様なメディアを高度に利用 

 して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 前項の授業の方法により修得した単位数は、６０単位を超えないものとする。 

（単位互換） 

第１７条 学生は、学長の許可を得て他の大学又は短期大学の授業科目を履修することが

できる。 

２ 学部が教育上有益と認めるときは、学生が前項により修得した単位を、当該学部の教授

会の議を経て、本学の授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

３ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は、次条第３項の規定に

より修得したものとみなすことができる単位数と合わせて３０単位を超えないものとす

る。 

（外国留学） 

第１７条の２ 学生は、外国の大学又は短期大学で学修しようとするときは、学長の許可を

得て留学することができる。 

２ 前項の留学の期間は、本学の在学期間に算入する。 

３ 学部が教育上有益と認めるときは、学生が第１項により修得した単位を、当該学部の教

授会の議を経て、本学の授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

４ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は、前条第２項の規定に

より修得したものとみなすことができる単位数と合わせて３０単位を超えないものとす

る。 

５ 留学に関し必要な事項は、別に定める。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第１７条の３ 学部が教育上有益と認めるときは、学生が本学入学前に、大学又は短期大

学において履修した授業科目について修得した単位を、当該学部の教授会の議を経て、

本学の授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は、３０単位を超えない

ものとする。 

 （教員免許状の種類） 

第１７条の４ 教育職員免許状を得ようとする者は、教育職員免許法及び同法施行規則に

定める単位を履修しなければならない。 

２ 本学の学部、学科において当該所要資格を修得できる教員の免許状の種類は、別表第一

の四に掲げるとおりとする。 
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第４節 入学・転学・休学・退学及び除籍等 

（入学の時期） 

第１８条 入学の時期は、学年の始めとする。 

（入学の資格） 

第１９条 本学に入学することのできる者は、学校教育法第９０条及び学校教育法施行規

則第１５０条の定めるところにより、次の各号の一に該当するものでなければならない。 

 一 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

 二 通常の課程による１２年間の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により

これに相当する学校教育を修了した者を含む。）又はこれに準ずる者で文部科学大臣の

指定した者 

 三 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で

文部科学大臣が指定した者 

 四 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者 

 五 文部科学大臣が指定した者 

 六 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校卒

業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格

検定規程（昭和２６年文部省令第１３号）による大学入学資格検定に合格した者を含

む。） 

 七 その他本学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者 

（入学者の選抜） 

第２０条 入学志願者に対しては、学力試験、出身学校長から提出する調査書等を総合して

選抜の上、学長が合格者を決定する。 

（学士入学） 

第２１条 次の各号の一に該当する者は、第１９条の規定にかかわらず、学部教授会の選考

を経て、学長が入学を許可することがある。 

 一 本学を卒業した者が、さらに他の学部学科に入学を志望するとき 

 ニ 他の大学を卒業した者が、本学に入学を志望するとき 

２ 前項の規定により入学した者が入学前に修得した単位の認定は、学部教授会において

行う。 

（編入学） 

第２２条 次の各号の一に該当する者で、本学の第２年次以上に編入学を志願する者があ

るときは、当該学部に当該年次の欠員がある場合に限り、当該学部の教授会の議を経て、

学長が許可することがある。 

 一 大学又は短期大学若しくは高等専門学校を卒業した者 
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 二 学校教育法第１３２条に定めるところにより専修学校の専門課程（２年以上）を修了

した者 

 三 看護師資格を有する者で、３年課程の看護系の短期大学を卒業した者又は専修学校

を修了した者 

（転学部・転学科） 

第２３条 学生が本学の他の学部又は同一学部の他学科に転ずることを志望する場合は、

当該年次に欠員があり、かつ、当該学生においてやむを得ない理由があると認められた場

合に限り、選考の上、これを許可することがある。 

（転学） 

第２４条 学生が他の大学に転学しようとするときは、学長の承認を得なければならない。 

（入学の手続） 

第２５条 入学志願者（編入学志願者を含む。）は、本学所定の期間に入学願書を学長あて

に提出しなければならない。 

第２６条 入学を許可するものとして通知された者は、所定の期日までに本学所定の誓約

書及び保証書等を提出しなければならない。 

２ 故なく誓約書を提出しない者は、入学を取り消す。 

（入学検定料及び入学金等） 

第２７条 入学（編入学を含む。）志願者は、願書に添えて別表第二所定の検定料を納めな

ければならない。 

２ 受理した検定料は返還しない。 

第２８条 入学（編入学を含む。）許可するものとして通知された者は、別表第二所定の入

学金等（入学検定料を除く。）を指定の期日までに納めなければならない。 

２ 受理した入学金等は返還しない。 

（休学） 

第２９条 学生が疾病、その他の理由により２か月以上修学することができない場合は、学

長の許可を得て休学することができる。 

２ 前項の休学は、１年を超えることができない。ただし、特別の事情がある者には、さら

に１年以内の休学を許可することがある。 

３ 学生が疾病のため修学することが適当でないと認められる場合には、学長は学部教授

会の議を経て、これに休学を命ずることがある。 

４ 休学期間において、休学の理由が止んだときは、学長の許可を得て復学することができ

る。 

５ 休学した期間は、これを在学年数に算入しない。 

６ 休学期間は、通じて３年を超えることができない。 

（退学） 

第３０条 学生が退学しようとするときは、学長の許可を受けなければならない。 
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（除籍） 

第３１条 次の場合には、学部長の申請により、学長が諭旨退学又は除籍するものとする。 

 一 疾病、その他の理由により成業の見込みがない者 

 二 行方不明の者 

 三 授業料の納付義務を怠り、かつ、止むを得ない事情と認められる者 

 四 規定の在学期間を超えることとなった者 

（再入学） 

第３２条 前二条の規定により、退学又は除籍された者が再入学を願い出たときは、学部教

授会の議を経てこれを許可することがある。ただし、再入学は、退学又は除籍の日から５

年以内とし、再入学を許可する場合は、再度原年次に入学させ、既修得単位の認定は学部

教授会で行うものとする。 

 

第５節 卒業の認定及び学位授与 

（卒業の認定） 

第３３条 卒業の認定については、学部規程の定めるところにより、学長が行う。 

２ 前項の規定により卒業の認定を受けた者には、学士の学位を授与する。 

（卒業時期） 

第３３条の２ 卒業の時期は毎学年の終わりとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、前期の終りに卒業させることができる。 

（学士の学位） 

第３４条 卒業の認定を受けた者には、次の区分により学位を授与する。 

経営学部   経営学科      学士（経営学） 

福祉健康学部 福祉学科      学士（福祉学） 

       こども学科     学士（こども学） 

            健康スポーツ科学科 学士（健康スポーツ科学） 

     看護学部   看護学科      学士（看護学） 

 

第６節 賞罰 

（表彰） 

第３５条 学生で表彰に値する業績又は行為があるときは、学部長の申請により全学教授

会の議を経て学長がこれを表彰する。 

（懲戒） 

第３６条 本学の規則に違反し、又は学生の本分を守らない者があるときは、学部長の申請

により学長がこれを懲戒する。 

２ 懲戒は訓告、停学及び退学の３種とする。 

３ 停学が３か月以上にわたるときは、その期間は在学年数に算入しない。 
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第７節 授業料等学生納付金 

（学生納付金） 

第３７条 学生（第２８条に規定する者を除く。）は、別表第二所定の学費（入学検定料及

び入学金を除く。）を指定の期日までに納入しなければならない。 

２ 休学者については、休学期間中の授業料を免除する。ただし、別表第三に定める在籍料

を納付しなければならない。 

３ 第３２条の規定により再入学を許可された者の授業料は、再入学する学年と同額とす

る。 

（授業料） 

第３８条 前条の規定にかかわらず、授業料は次の二期に分けて半額ずつ納入することが

できる。 

     前期納付期 ３月１１日から３月３１日まで 

     後期納付期 ９月 １日から９月３０日まで 

第３９条 学業成績優秀、品行方正、かつ身体強健な者、又は経済的理由、その他止むを得

ない事情があると認められる者に対しては、別に定めるところにより授業料の一部を免

除し、又は徴収を猶予することがある。 

第４０条 前項の規定により授業料の免除又は猶予を受けようとする者は、その理由を付

して学部長を経て学長に願い出るものとする。 

第４１条 授業料を免除された者でその理由が消滅した者の授業料の免除は、当該期まで

とし、翌期から免除前の授業料を納入するものとする。 

第８節 研究生,聴講生,科目等履修生,委託学生及び外国人留学生 

（研究生） 

第４２条 大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると認められた者が、特定事

項について研究することを志望するときは、学部の授業及び研究に妨げのない場合に限

り、選考の上、研究生として学長が入学を許可することがある。 

（聴講生） 

第４３条 本学所定の科目中、一科目又は複数の授業科目を聴講することを志望する者が

あるときは、学部の授業及び研究に妨げのない限り、選考の上、聴講生として学長が入学

を許可することがある。 

２ 聴講生の入学の時期は毎学期の始めとし、その在学期間は１年以内とする。ただし、志

望により在学期間を更新することができる。 

（科目等履修生） 

第４４条 本学所定の科目中、一科目又は複数の授業科目の履修を志望する者があるとき

は、学部の授業及び研究に妨げのない限り、選考の上、科目等履修生として学長が入学を

許可し、単位を授与することができる。 
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２ 前項の単位の授与については、第１６条の規定による。 

第４５条 研究生、聴講生及び科目等履修生の入学検定料、入学料及び授業料の額は別に定

める。 

（委託学生） 

第４６条 公共機関等から委託学生の依頼があったときは、当該学科の授業及び研究に妨

げのない限り、選考の上、学長が入学を許可することがある。 

２ 前項の規定により入学する学生は、その者の入学前の経歴に応じて相当する年次に編

入する。 

３ 委託学生の修学に関して必要な事項は、別に定める。 

（外国人留学生） 

第４７条 外国人留学生で本学に入学を志望する者があるときは、別に定めるところによ

り選考の上、学長が入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生に関する規定は別に定める。 

 

第９節 公開講座 

（公開講座） 

第４８条 公開講座は、全学教授会の議を経て随時にこれを開設することができる。 

２ 公開講座に関する科目、聴講料等についてはその都度これを定める。 

 

  附 則 

 この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この改正は、平成７年３月２３日から施行し、平成７年４月１日から適用する。 

  附 則 

１ この改正は、平成８年４月１日から施行する。 

２ 平成８年３月３１日に在学する者に係る授業料の額は、この改正による改正後の第２

９条の規定にかかわらず、当該在学者の属する入学年度の例による。 

  附 則 

１ この改正は、平成１０年４月１日から施行する。 

２ 平成１０年３月３１日に在学する者に係る授業料の額は、この改正による改正後の第

２９条の規定にかかわらず、当該在学者の属する入学年度の例による。 

  附 則 

１ この改正は、平成１１年４月１日から施行する。 

２ 平成１１年３月３１日に在学する者に係る授業料の額は、この改正による改正後の第

２９条の規定にかかわらず、当該在学者の属する入学年度の例による。 
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  附 則 

 この改正は、平成１２年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この改正は。平成１３年４月１日から施行する。 

  附 則 

１ この改正は、平成１５年４月１日から施行する。 

２ 経営学部経営法学科は、この改正後の学則第２条の規定にかかわらず、平成１５年３月

３１日に当該学科に在籍する者が当該学科に在籍しなくなる日までの間、存続するもの

とする。 

  

 附 則 

１ この改正は、平成１６年４月１日から施行する。 

２ 経営学部経営福祉学科は、この改正後の学則第２条の規定にかかわらず、平成１６年３

月３１日に当該学科に在籍する者が当該学科に在籍しなくなる日までの間、存続するも

のとする。 

３ 学則第９条の規定にかかわらず、平成１６年度から平成１９年度までの学部及び学科

の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学 部 学  科 
入 学

定 員 

編入学定員

（３年次） 

収 容 定 員 

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 

経営学部 経営情報学科 １３０   ２０ ５６０  ５６０  ５６０  ５６０ 

ビジネス法学科 ３０   ２０ ３７０  ３００  ２７０  １６０ 

経営福祉学科   ０    ０ ２８０  ２００  １００    ０ 

  計 １６０   ４０ １２１０ １０６０  ８９０  ７２０ 

福祉健康学部 福祉学科  ８０    ８０  １６０  ２４０  ３２０ 

健康スポーツ科学科  ７０    ７０  １４０  ２１０  ２８０ 

  計 １５０   １５０  ３００  ４５０  ６００ 

   総   計 ３１０   ４０ １３６０ １３６０ １３４０ １３２０ 

 

  附 則 

１ この改正は、平成１７年４月１日から施行する。 

２ 経営学部ビジネス法学科は、この改正後の学則第２条の規定にかかわらず、平成１７年

３月３１日に当該学科に在籍する者が当該学科に在籍しなくなる日までの間、存続する

ものとする。 

３ 学則第９条の規定にかかわらず、平成１７年度から平成２０年度までの学部及び学科

の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 
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学 部 学  科 
入 学

定 員 

編入学定員

（３年次） 

収 容 定 員 

１７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 

経営学部 経営情報学科 １３０   ２０ ５６０  ５６０  ５６０  ５６０ 

ビジネス法学科 ０    ０ ２７０  １７０   ５０     

経営福祉学科        ２００  １００          

  計 １３０   ２０ １０３０ ８３０  ６１０  ５６０ 

福祉健康学部 福祉学科  ８０   １６０  ２４０  ３２０  ３２０ 

健康スポーツ科学科 １００   １７０  ２７０  ３７０  ４００ 

  計 １８０   ３３０  ５１０  ６９０  ７２０ 

   総   計 ３１０   ２０ １３６０ １３４０ １３００ １２８０ 

  

 附 則 

１ この改正は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ 学則第９条の規定にかかわらず、平成１８年度から平成２１年度までの学部及び学科

の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学  部 学  科 
入 学 

定 員 

編入学定員 

（３年次） 

収 容 定 員 

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 

 

経営学部 

経営情報学科 １３０   ２０  ５６０  ５６０  ５６０ ５６０ 

ビジネス法学科 ０    ０  １７０   ５０    ０  

経営福祉学科    １００    ０   

  計 １３０   ２０  ８３０  ６１０  ５６０ ５６０ 

 

福祉健康学部 

福祉学科 

(社会福祉学専攻) 

(幼児保育学専攻) 

８０ 

（４０） 

（４０） 

  ２４０ 

 （４０） 

 （４０） 

 ３２０ 

 （８０） 

 （８０） 

 ３２０ 

（１２０） 

（１２０） 

３２０ 

（１６０） 

（１６０） 

健康スポーツ科学科 １００      ２７０  ３７０  ４００ ４００ 

  計 １８０   ５１０  ６９０  ７２０ ７２０ 

   合   計 ３１０   ２０ １３４０ １３００ １２８０ １２８０ 
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  附 則 

１ この改正は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 学則第９条の規定にかかわらず、平成１９年度から平成２２年度までの学部及び学科

の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学  部 学  科 
入 学 

定 員 

編入学定員 

（３年次） 

収 容 定 員 

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

 

経営学部 

経営情報学科 １３０   ２０  ５６０  ５６０  ５６０  ５６０ 

ビジネス法学科   ０    ０   ５０    ０   

経営福祉学科         ０    

  計 １３０   ２０  ６１０  ５６０  ５６０  ５６０ 

 

福祉健康学部 

福祉学科 

(社会福祉学専攻) 

(幼児保育学専攻) 

 ８０ 

(４０)  

(４０) 

  ３２０ 

 (８０) 

 (８０) 

 ３２０ 

      (１２０) 

      (１２０) 

 ３２０ 

 (１６０) 

(１６０) 

 ３２０ 

  (１６０) 

(１６０) 

健康スポーツ科学科 １００      ３７０  ４００  ４００  ４００ 

  計 １８０   ６９０  ７２０  ７２０  ７２０ 

看護学部 看護学科  ８０    ８０  １６０  ２４０  ３２０ 

   合   計 ３９０   ２０ １３８０ １４４０ １５２０ １６００ 

 

 

  附 則 

１ この改正は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 学則第９条の規定にかかわらず、平成２０年度から平成２３年度までの学部及び学科

の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学  部 学  科 
入 学 

定 員 

編入学定員 

（３年次） 

収 容 定 員 

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 

経営学部 経営学科 

経営情報学科 

１００   ２０  ５３０  ５００  ４７０  ４４０ 

 

福祉健康学部 

福祉学科 

(社会福祉学専攻) 

(幼児保育学専攻) 

  ６０ 

 

 

  ３００ 

(１２０)) 

(１２０)) 

 ２８０ 

       (８０) 

       (８０) 

     ２６０ 

      (４０) 

   (４０) 

 ２４０ 

(０) 

(０) 

こども学科   ５０    ５０  １００  １５０ ２００ 

健康スポーツ科学科  １００      ４００  ４００  ４００  ４００ 

  計  ２１０   ７５０  ７８０  ８１０  ８４０ 

看護学部 看護学科   ８０   １６０  ２４０  ３２０  ３２０ 

   合   計  ３９０   ２０ １４４０ １５２０ １６００ １６００ 
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  附 則 

１ この改正は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 学則第９条の規定にかかわらず、平成２２年度から平成２５年度までの学部及び学科

の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学  部 学  科 
入 学 

定 員 

収 容 定 員 

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

経営学部 経営学科    ５０  ４００  ３００  ２５０  ２００ 

 

福祉健康学部 

福祉学科 

(社会福祉学専攻) 

(幼児保育学専攻) 

  ６０ 

 

 

 ２６０ 

 (４０) 

        (４０) 

 ２４０ 

(０) 

(０) 

 ２４０ 

(０) 

(０) 

 ２４０ 

(０) 

(０) 

こども学科   ５０  １５０  ２００  ２００  ２００ 

健康スポーツ科学科  １００  ４００  ４００  ４００  ４００ 

  計  ２１０  ８１０  ８４０  ８４０  ８４０ 

看護学部 看護学科   ８０  ３２０  ３２０  ３２０  ３２０ 

   合   計  ３４０ １５３０ １４６０ １４１０ １３６０ 

 

  附 則 

１ この改正は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 学則第９条の規定にかかわらず、平成２３年度から平成２６年度までの学部及び学科

の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学  部 学  科 
入 学 

定 員 

収 容 定 員 

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

経営学部 経営学科    ５０  ３００  ２５０  ２００  ２００ 

 

福祉健康学部 

福祉学科   ６０  ２４０  ２４０  ２４０  ２４０ 

こども学科   ５０  ２００  ２００  ２００  ２００ 

健康スポーツ科学科  １００  ４００  ４００  ４００  ４００ 

  計  ２１０  ８４０  ８４０  ８４０  ８４０ 

看護学部 看護学科   ８０  ３２０  ３２０  ３２０  ３２０ 

   合   計  ３４０ １４６０ １４１０ １３６０ １３６０ 

  附 則 

この改正は、平成２５年７月１８日から施行し、平成２５年４月１日から適用する。 

  附 則 

この改正は、平成２７年４月１日から施行する。 

  附 則 

この改正は、平成２９年４月１日から施行する。 
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 附 則 

１ この改正は、平成３０年４月１日から施行する。 

２ 学則第１４条（別表第一及び別表第一の二）、第１５条及び第１７条の４の規定にかか

わらず、平成２９年度以前に入学した学生の授業科目及び単位数、履修単位並びに教員免

許状の種類については、なお従前の例による。 

  附 則 

１ この改正は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ 学則第１４条（別表第一及び別表第一の二）及び第１５条（別表第一の三）の規定にか

かわらず、平成３０年度以前に入学した学生の授業科目及び単位数並びに履修単位につ

いては、なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 学則第１４条（別表第一）の規定にかかわらず、平成３１年度以前に入学した学生の授

業科目及び単位数については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 学則第１４条（別表第一）の規定にかかわらず、令和２年度以前に入学した学生の授業

科目及び単位数については、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、別表第一授業教育科目（第１４条関係）に「プログラミング

入門Ａ」及び「プログラミング入門Ｂ」を加える改正については、令和２年度以前に入学

した学生についても適用する。 

附 則 

１ この改正は、令和３年９月１６日から施行する。 

２ 福山平成大学休学者授業料免除細則（平成１６年４月１日制定）は廃止する。 

附 則 

１ この改正は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の学則第１４条（別表第一及び別表第一の二）及び第１５条（別表第一の三）の

規定かかわらず、令和３年度以前に入学した学生の授業科目及び単位数並びに履修単位

については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の学則第１４条（別表第一）及び第１５条（別表第一の三）の規定かかわらず、

令和４年度以前に入学した学生の授業科目及び単位数並びに履修単位については、なお

従前の例による。 
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附 則 

１ この改正は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 令和６年３月３１日に在学する者に係る授業料等の額は、この改正後の第３７条の規

定にかかわらず、当該在学者の属する入学年度の例による。 
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別表第一 授業教育科目（第１４条関係） 

【経営学部・福祉健康学部 一般教育科目】 

科目 授 業 科 目 
単 位 数 

必修 選択必修 選択 

一
般
教
育
科
目 

初年次教育 
科目 

平大入門ゼミ ２   

教
養
基
礎
科
目 

哲学Ａ 

哲学Ｂ 

倫理学Ａ 

倫理学Ｂ 

心理学 

国語表現法Ａ 

国語表現法Ｂ 

言語発達論Ａ 

言語発達論Ｂ 

メディア言語論Ａ 

メディア言語論Ｂ 

日本語・日本文化 

中国文学Ａ 

中国文学Ｂ 

憲法Ａ 

憲法Ｂ 

法学Ａ 

法学Ｂ 

備後の経済学 

経済トピックス 

教養としての世界経済 

国際教養総論Ａ 

国際教養総論Ｂ 

日本史Ａ 

日本史Ｂ 

世界史Ａ 

世界史Ｂ 

地理学１ 

地理学２ 

地誌 

数学Ａ 

数学Ｂ 

統計学Ａ 

統計学Ｂ 

音楽Ａ 

音楽Ｂ 

生物の魅力 

環境倫理学 

キャリアデザインⅠ 

キャリアデザインⅡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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インターンシップ 

日本文化入門 

国際協力論 

国際理解教育論 

福山歴史学 

スポーツとメディア 

広島スポーツ学 

韓国の言葉と文化 

海外の言語と文化の研修Ⅰ 

海外の言語と文化の研修Ⅱ 

英語 de授業 

ＴＯＥＩＣセミナー 

一般体育（理論・実技）Ａ 

一般体育（理論・実技）Ｂ 

柔道（理論・実技）Ａ 

柔道（理論・実技）Ｂ 

剣道（理論・実技）Ａ 

剣道（理論・実技）Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

Ａ
Ｉ
科
目 

情報リテラシーＡ 

情報リテラシーＢ 

データサイエンス入門 

データ科学のための数理統計 

人工知能概論 

データサイエンス応用 

データリテラシー 

プログラミング入門Ａ 

プログラミング入門Ｂ 

１ 

１ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外
国
語
科
目 

英語Ａ 

英語Ｂ 

英会話Ａ 

英会話Ｂ 

フランス語Ａ 

フランス語Ｂ 

ドイツ語Ａ 

ドイツ語Ｂ 

中国語Ａ 

中国語Ｂ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
養
基
礎
科
目

 

 
教
養
基
礎
科
目 

一
般
教
育
科
目 
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【看護学部 一般教育科目】 

 

科目 授 業 科 目 
単 位 数 

必修 選択必修 選択 

一
般
教
育
科
目 

初年次教育

科目 
平大入門ゼミ ２   

教
養
基
礎
科
目 

日本国憲法 
言語発達論 
国語表現法 
哲学 
芸術（音楽） 
法学 
経済トピックス 
数学Ａ 
数学Ｂ 
スポーツとメディア 
広島スポーツ学 
福山歴史学 
生物の魅力 
韓国の言葉と文化 
海外の言語と文化の研修Ⅰ 
海外の言語と文化の研修Ⅱ 
英語 de授業 
ＴＯＥＩＣセミナー 
キャリアデザインⅠ 
キャリアデザインⅡ 
心理学 
倫理学 
ボランティア活動論 
スポーツ科学実践  

  ２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 

情報リテラシーＡ 

情報リテラシーＢ 

データサイエンス入門 

データ科学のための数理・統計 

人工知能概論 

データサイエンス応用 

データリテラシー 

プログラミング入門Ａ 

プログラミング入門Ｂ 

１ 

１ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外
国
語
科
目 

英語Ａ 
英語Ｂ 
英会話Ａ 
英会話Ｂ 
フランス語Ａ 
フランス語Ｂ 
ドイツ語Ａ 
ドイツ語Ｂ 
中国語Ａ 
中国語Ｂ 

１ 
１ 
１ 
１ 
 
 

 
 
 
 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 
 
 
 
 

一
般
教
育
科
目 

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

Ａ
Ｉ
科
目 
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【経営学部 経営学科】 

科目 授 業 科 目 
単 位 数 

必修 選択必修 選択 

専
門
教
育
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

経営入門Ａ 

経営入門Ｂ 

実用日本語ⅠＡ 

実用日本語ⅠＢ 

実用日本語ⅡＡ 

実用日本語ⅡＢ 

実用日本語ⅢＡ 

実用日本語ⅢＢ 

簿記Ⅰ 

日商簿記３級検定演習 

ビジネス英語Ａ 

ビジネス英語Ｂ 

外書講読 

キャリア開発論 

ビジネス中国語Ａ 

ビジネス中国語Ｂ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

４ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

経
営
学
系 

基礎数学Ａ 

基礎数学Ｂ 

産業組織心理学 

マーケティングベーシック 

経営実践 

経営学総論 

組織行動論 

現代企業論 

デジタルマーケティング 

経営管理論 

マーケティング 

経営組織論 

流通論 

中小企業論 

人的資源管理論 

国際ビジネス論 

経営戦略論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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ブランドマネジメント 

消費者行動論 

リテールマーケティング検定講座 

ビジネス実務Ａ 

ビジネス実務Ｂ 

統計 

統計分析 

中小企業研究 

生産管理論 

企業倫理 

国際マーケティング 

経営科学 

ベンチャー企業論 

アントレプレナーシップ論 

サービスマネジメント 

意思決定論 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

会
計
学
系 

簿記Ⅱ 

簿記Ⅲ 

会計学原理 

経営分析 

コンピュータ会計 

原価計算論 

税務会計論 

国際会計論 

管理会計論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

経
営
情
報
系 

ＩＣＴ入門 

表計算 

プレゼンテーション 

データベース 

コンピュータネットワーク 

ネットワークセキュリティ 

ビジネスゲーム 

２   

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

経
営
学
系 

専
門
教
育
科
目 
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演 

習 

基礎演習Ⅰ 

基礎演習Ⅱ 

海外研修Ⅰ 

海外研修Ⅱ 

トビタテ留学ＪＡＰＡＮ 

インターンシップ 

ゼミナールⅠ 

ゼミナールⅡ 

卒業論文 

４ 

４ 

 

 

 

 

４ 

４ 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

専
門
教
育
科
目 
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【福祉健康学部 福祉学科】 

科目 授 業 科 目 
単 位 数 

必修 選択必修 選択 

専
門
教
育
科
目 

福
祉
入
門
科
目 

福祉健康科学入門 

ボランティア活動入門 

びんご福祉学 

ペットと人間福祉学 

社会保障入門 

映画から考える社会福祉 

 2 

2 

1 

1 

1 

1 

 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門
科
目 

社会学と社会システム 

心理学と心理的支援 

社会福祉の原理と政策Ⅰ 

社会福祉の原理と政策Ⅱ 

ソーシャルワークの基盤と専門職 

ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 

貧困に対する支援 

児童・家庭福祉 

障害者福祉 

高齢者福祉 

社会保障Ⅰ 

社会保障Ⅱ 

医学概論 

保健医療と福祉 

社会福祉調査の基礎 

福祉サービスの組織と経営 

権利擁護を支える法制度 

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ 

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ 

刑事司法と福祉 

ソーシャルワーク演習 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ 

  

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

 

 

 

 

 

2 

2 

 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

2 

1 

1 

1 
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ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅳ 

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 

ソーシャルワーク実習Ⅰ 

ソーシャルワーク実習Ⅱ 

1 

1 

2 

2 

2 

4 

2 

ケ
ア
ワ
ー
ク
専
門
科
目 

社会福祉援助技術論 

発達と老化の理解 

介護福祉学Ⅰ 

介護福祉学Ⅱ 

余暇生活支援法Ⅰ 

余暇生活支援法Ⅱ 

認知症の理解Ⅰ 

認知症の理解Ⅱ 

こころとからだのしくみⅠ 

こころとからだのしくみⅡ 

こころとからだのしくみⅢ 

介護過程Ⅰ 

介護過程Ⅱ 

介護過程Ⅲ 

介護過程Ⅳ 

介護過程Ⅴ 

リハビリテーション論 

コミュニケーション技術Ⅰ 

コミュニケーション技術Ⅱ 

障害の理解Ⅰ 

障害の理解Ⅱ 

リスクマネジメント論 

介護技術Ⅰ 

介護技術Ⅱ 

介護技術Ⅲ 

介護技術Ⅳ 

生活支援技術Ⅰ 

生活支援技術Ⅱ 

生活支援技術Ⅲ 

生活支援技術Ⅳ 

  2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門
科
目 

専
門
教
育
科
目 
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生活支援技術Ⅴ 

生活支援技術Ⅵ 

介護実習指導Ⅰ 

介護実習指導Ⅱ 

介護実習指導Ⅲ 

介護実習指導Ⅳ 

介護実習Ⅰ 

介護実習Ⅱ 

介護実習Ⅲ 

介護実習Ⅳ 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

4 

1 

応
用
専
門
科
目 

カウンセリング 

福祉英語 

福祉理論 

福祉用具専門相談員論Ⅰ 

福祉用具専門相談員論Ⅱ 

福祉研究 A 

福祉研究 B 

福祉研究 C 

福祉研究 D 

  2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

高
度
専
門
科
目 

認知症カフェ運営特論 

ノーマライゼーション特講 

災害ソーシャルワーク特講 

貧困問題と福祉行政キャリア特講 

国際社会福祉特講 

医療ソーシャルワーク特講 

医療・福祉マネジメント特講 

刑事司法福祉特講 

子ども家庭福祉特講 

医療的ケアⅠ 

医療的ケアⅡ 

医療的ケアⅢ 

 2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

 

ゼ
ミ
ナ
ー
ル 

基礎演習Ⅰ 

基礎演習Ⅱ 

専門演習Ⅰ 

専門演習Ⅱ 

2 

2 

2 

4 

  

ケ
ア
ワ
ー
ク
専
門
科
目 

専
門
教
育
科
目 
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【福祉健康学部 こども学科】 

科目 授 業 科 目 
単 位 数 

必修 選択必修 選択 

 

こ
ど
も
学
基
盤
科
目 

保育原理 

教育原理 

保育者論 

教職概論 

教育心理学 

子ども家庭支援の心理学 

特別支援教育論 

幼児理解 

基礎演習Ⅰ 

基礎演習Ⅱ 

専門演習Ⅰ 

専門演習Ⅱ（卒業研究を含む） 

保育キャリア演習Ⅰ（保・幼） 

保育キャリア演習Ⅱ（保・幼） 

教育キャリア演習Ⅰ（小） 

教育キャリア演習Ⅱ（小） 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

保
育
・
教
育
の
理
論
に
関
す
る
科
目 

子ども家庭福祉 

社会福祉 

子育て支援 

子ども家庭支援論 

子どもの理解と援助 

社会的養護 

社会的養護演習 

子どもの保健 

子どもの健康と安全 

子どもの食と栄養Ⅰ 

子どもの食と栄養Ⅱ 

介護概論 

ボランティア活動論 

地域福祉論Ⅰ 

障害者福祉論Ⅰ 

心理学と心理的支援Ⅰ 

学校・学級経営論 

幼児児童教育課程論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

専
門
教
育
科
目 
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保
育
・
教
育
の
内
容
・
方
法
・
技
術
に
関
す
る
科
目 

教育方法論 

生活研究 

子どもの多文化理解・共生 

体育Ⅰ 

体育Ⅱ 

音楽Ⅰ 

音楽Ⅱ 

図画工作Ⅰ 

図画工作Ⅱ 

幼児と健康 

幼児と人間関係 

幼児と環境 

幼児と言葉 

幼児と音楽表現 

幼児と造形表現 

幼児の言語と遊び 

保育内容総論 

保育指導法総論 

保育内容・指導法（健康） 

保育内容・指導法（人間関係） 

保育内容・指導法（環境） 

保育内容・指導法（言葉） 

保育内容・指導法（表現） 

幼児の描画理解とその指導 

乳児保育 

乳児保育演習 

障がい児保育Ⅰ 

障がい児保育Ⅱ 

初等国語Ⅰ 

初等国語Ⅱ 

初等国語科教育法 

初等社会 

初等社会科教育法 

初等算数 

初等算数科教育法 

初等理科 

初等理科教育法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

専
門
教
育
科
目 
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初等生活科教育法 

初等音楽科教育法 

初等図画工作科教育法 

初等家庭 

初等家庭科教育法 

初等体育科教育法 

初等外国語（英語）Ⅰ 

初等外国語（英語）Ⅱ 

初等外国語科教育法（英語） 

道徳教育の理論と方法 

総合的な学習の時間の指導法 

特別活動の指導法 

生徒指導・進路指導 

教育相談 

ＩＣＴ活用の理論と実践 

ピアノ奏法Ⅰ 

ピアノ奏法Ⅱ 

ピアノ奏法Ⅲ 

ピアノ奏法Ⅳ 

ピアノ奏法Ⅴ 

ピアノ奏法Ⅵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

保
育
・
教
育
の
実
践
に
関
す
る
科
目 

保育実習ⅠA（保育所）事前事後指導 

保育実習ⅠB（施設）事前事後指導 

保育実習Ⅱ（保育所）事前事後指導 

保育実習Ⅲ（施設）事前事後指導 

教育実習Ⅰ・Ⅱ（幼稚園）事前事後指導 

教育実習Ⅲ（小学校）事前事後指導 

教職実践演習（幼・小） 

保育実地体験Ⅰ（保・幼） 

保育実地体験Ⅱ（保・幼） 

保育実地体験Ⅲ（保・幼） 

教育実地体験Ⅰ（小） 

教育実地体験Ⅱ（小） 

教育実地体験Ⅲ（小） 

保育実習ⅠA（保育所） 

保育実習ⅠB（施設） 

保育実習Ⅱ（保育所） 

保育実習Ⅲ（施設） 

教育実習Ⅰ（幼稚園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

専
門
教
育
科
目 

保
育
・
教
育
の
内
容
・
方
法
・
技
術
に
関
す
る
科
目 
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教育実習Ⅱ（幼稚園） 

教育実習Ⅲ（小学校） 

保育・教育実地研究（海外） 

保育・教育実地研究（国内） 

保育・教育実地研究（野外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

４ 

４ 

２ 

２ 
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【福祉健康学部 健康スポーツ科学科】 

科目 授 業 科 目 
単 位 数 

必修 選択必修 選択 

 

基
幹
科
目 

健康管理概論 

身体機能解剖学 

スポーツ生理学 

スポーツ心理学 

スポーツ社会学 

基礎演習 

専門演習Ⅰ 

専門演習Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健
康
領
域
科
目 

健康スポーツ栄養学 

運動処方論 

運動処方演習 

健康運動のプログラミング 

健康運動指導演習 

体力測定評価 

体力トレーニング科学 

体力トレーニング科学演習 

救急処置 

救急法技法 

発育発達老化論 

健康心理学 

スポーツ生化学 

臨床スポーツ医学 

アスレティック・トレーニング 

アスレティック・トレーニング演習 

アスレティック・リハビリテーション 

コンディショニング科学 

アスレティック・トレーナー演習 

海外事例研究 

Sports Medicine Seminar 

健康医学概論 

健康運動演習Ⅰ（エアロビックダンス） 

健康運動演習Ⅱ（有酸素運動） 

健康運動演習Ⅲ（水中運動） 

  ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

専
門
教
育
科
目 
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健康スポーツ実技Ⅰ 

健康スポーツ実技Ⅱ 

生涯スポーツ実技Ⅰ 

生涯スポーツ実技Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

ス
ポ
ー
ツ
領
域
科
目 

スポーツ史 

スポーツ原論 

スポーツ政策論 

スポーツ文化論 

スポーツプロモーションⅠ 

スポーツプロモーションⅡ 

運動・スポーツ指導方法論 

スポーツ運動学Ⅰ 

スポーツ運動学Ⅱ 

運動発達論 

コーディネーション科学 

スポーツ心理学演習 

メンタル・トレーニング方法論 

メンタル・トレーニング演習 

コーチ学Ａ 

コーチ学Ｂ 

スポーツ施設管理運営論 

スポーツ教育心理学 

スポーツカウンセリング 

スポーツカウンセリング演習 

身体運動解析学 

身体運動解析学演習 

スポーツ企業情報演習 

スポーツ施設演習 

  

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

ス
ポ
ー
ツ
実
践
演
習
科

目 

スポーツ実践演習（陸上競技） 

スポーツ実践演習（テニス） 

スポーツ実践演習（ソフトボール） 

スポーツ実践演習（バスケットボール） 

スポーツ実践演習（アーティスティック・ダンス） 

スポーツ実践演習（リズム・エクササイズ） 

  

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

専
門
教
育
科
目 

健
康
領
域
科
目 
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スポーツ実践演習（バレーボール） 

スポーツ実践演習（サッカー） 

スポーツ実践演習（ラケットスポーツ） 

スポーツ実践演習（レクレーション） 

スポーツ実践演習（トレーニング） 

スポーツ実践演習（水泳） 

スポーツ実践演習（武道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

福
祉
領
域
科
目 

社会福祉原論Ⅰ 

高齢者福祉 

障害者福祉論Ⅰ 

社会保障Ⅰ 

社会保障Ⅱ 

介護概論 

心理学概論Ⅰ 

カウンセリング 

精神保健学Ⅰ 

精神保健学Ⅱ 

医学一般Ⅰ 

児童・家庭福祉 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

情
報
科
目 

健康スポーツ情報処理演習 

健康スポーツ情報解析演習 

 

 

 

 

２ 

２ 

教
員
養
成
科
目 

保健体育教員教育実践演習 

保健教育演習 

保健体育教員情報演習 

臨海指導実践演習（遠泳） 

野外実践演習（アウトドアスポーツ） 

野外実践演習（ウィンタースポーツ） 

体育実践演習（水泳） 

体育実践演習（武道） 

体育実践演習（器械体操） 

体育実践演習（創作ダンス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

教
職
科
目 

学校保健 

公衆衛生学 

保健体育実践Ⅰ 

 

 

 

 ２ 

２ 

２ 

専
門
教
育
科
目 

ス
ポ
ー
ツ
実
践
演
習
科
目 
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保健体育科教育法Ⅰ 

保健体育科教育法Ⅱ 

保健体育科教育法Ⅲ 

保健体育科教育法Ⅳ 

保健看護学 

学校看護学 

養護概説 

微生物学・免疫学 

健康相談活動 

看護学実習 

養護実習指導 

養護実習 

  ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

４ 

専
門
教
育
科
目 

教
職
科
目 
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【看護学部 看護学科】 

科目 授 業 科 目 
単 位 数 

必修 選択必修 選択 

 

専
門
教
育
科
目 

専
門
基
礎
分
野 

人
体
の
構
造
と
機
能
・
疾
病
の

成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進 

栄養と代謝 

薬理作用と与薬 

食生活論 

身体のしくみ 

身体の働き 

看護と病態 

感染と免疫 

病態と治療 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度 

援助的人間関係論 

臨床心理学 

生命倫理学 

社会福祉・社会保障論 

学校保健 

疫学 

保健統計論Ⅰ 

保健統計論Ⅱ 

保健医療福祉行政論 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

専
門
分
野 

基
礎
看
護
学 

基礎看護学 

看護倫理学 

看護理論・看護過程論 

生活援助学Ⅰ 

生活援助学Ⅱ 

治療援助学 

リスクマネジメント 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
域
・
在
宅

看
護
論 

在宅看護論 

在宅看護援助論 

家族看護論 

地域看護論 

２ 

２ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

成
人
看
護
学 

エンド・オブ・ライフケア論 

成人看護学総論 

生活習慣病と看護 

成人慢性期疾患看護 

周手術期看護 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専
門
教
育
科
目 
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成人急性期疾患看護 

成人看護過程論 

成人看護援助学 

クリティカルケア看護 

救急医療看護 

１ 

１ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

老
年
看
護
学 

高齢健康科学Ⅰ 

高齢健康科学Ⅱ 

老年看護援助学Ⅰ 

老年看護援助学Ⅱ 

認知症の人の家族への看護 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

小
児
看
護
学 

子どもの成長と健康 

子どもの病気と看護 

小児看護援助学 

障害児・者ケア論 

ケアリング看護論 

１ 

１ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

母
性
看
護
学 

母性と生命科学Ⅰ 

母性と生命科学Ⅱ 

母性看護援助学 

１ 

１ 

２ 

 

 

 

 

 

 

精
神
看
護
学 

心のケア 

精神看護援助学Ⅰ 

精神看護援助学Ⅱ 

看護とカウンセリング 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

看
護
の
統
合
と
実
践 

養護概論 

災害看護・国際看護活動論 

看護学教育論 

基礎ゼミⅠ 

基礎ゼミⅡ 

看護研究Ⅰ 

看護研究Ⅱ 

国際援助と保健資源 

看護管理学 

統合看護学 

公衆衛生看護学概論 

 

１ 

 

1 

1 

１ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

専
門
教
育
科
目 

専
門
分
野 

成
人
看
護
学 
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臨
地
実
習 

環境と対象の理解実習 

看護技術の基礎実習 

看護展開の基礎実習 

地域・生活支援看護学実習 

地域・在宅看護学実習 

成人看護学実習 

老年看護学実習 

小児看護学実習 

母性看護学実習 

精神看護学実習 

統合看護学実習 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

５ 

３ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公
衆
衛
生
看
護
学
分
野 

公
衆
衛
生
看
護
学 

公衆衛生看護技術論Ⅰ 

公衆衛生看護技術論Ⅱ 

公衆衛生看護技術論Ⅲ 

公衆衛生看護活動論Ⅰ 

公衆衛生看護活動論Ⅱ 

公衆衛生看護活動論Ⅲ 

公衆衛生看護管理論Ⅰ 

公衆衛生看護管理論Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

実
習 

公衆衛生看護学実習 
  

５ 

専
門
分
野 

専
門
教
育
科
目 

専
門
教
育
科
目 
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別表第一の二 教職関係授業科目（第１４条関係） 

（備考）１ この表における授業科目の単位数は、進級・卒業に必要な単位数に含まれない。 

    ２ この表における授業科目は、福祉健康学部こども学科の学生は履修すること 

ができない。 

  

授 業 科 目 
単 位 数 

必修 選択 自由 

（教職関係） 

教
職
関
係
科
目 

教育原理（中・高・養） 

教職概論（中・高・養） 

教育制度論（中・高・養） 

教育心理学（中・高・養） 

特別支援教育論（中・高・養） 

教育課程論（中・高・養） 

道徳教育の理論と方法（中・養） 

総合的な学習の時間の指導法（中・高・養） 

特別活動論（中・高・養） 

教育方法論（中・高・養） 

ＩＣＴ活用の理論と実践 

生徒指導論 

教育相談（中・高・養） 

進路・キャリア演習（中・高） 

教育実習指導（中・高） 

教育実習指導「保健」 

教育実習指導「看護」 

養護実習指導 

教育実習Ⅰ 

教育実習Ⅱ 

養護実習 

教職実践演習（中・高） 

教職実践演習（養護） 

商業科教育法Ⅰ 

商業科教育法Ⅱ 

福祉科教育法 

保健科教育法Ⅰ 

保健科教育法Ⅱ 

保健科教育法Ⅲ 

保健科教育法Ⅳ 

看護科教育法Ⅰ 

看護科教育法Ⅱ 

人権論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 
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別表第一の三 履修単位（第１５条関係） 

科目区分 経営学部 福祉健康学部 看護学部 

一般教育 

科  目 

初年次教育科目  ２単位  ２単位 ２単位 

教養基礎科目 １４単位 １４単位 １１単位 

数理・データサイエ

ンス・ＡＩ科目 
６単位    ６単位 ６単位 

外国語科目 
 ６単位 

注１、注２ 

 ６単位 

注１ 

  ６単位 

注１ 

専門教育科目 ９６単位 ９６単位 １０３単位 

合 計 １２４単位 １２４単位 １２８単位 

注１ 外国語科目の中から、英語Ａ、英語Ｂ、英会話Ａ、英会話Ｂ、４科目４単位必修。そ

の他の外国語科目(同一言語)から２科目２単位以上修得すること。 

注２ 留学生は、その他の外国語科目については、自国語を履修することはできない。 

 

別表第一の四 教員免許状の種類（第１７条の４関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第二 入学検定料等諸納付金 

区   分 経営学部 福祉健康学部 看護学部 

入学検定料  ３０，０００円 

入 学 金 ２００，０００円 

授 業 料 ８４０，０００円 ９００，０００円 １，４４０，０００円 

 

 

学     部 学     科 教員の免許状の種類 免許教科 

経 営 学 部  経 営 学 科  高等学校教諭一種免許状 商  業 

福祉健康学部 福 祉 学 科  高等学校教諭一種免許状 福  祉 

こ ど も 学 科 幼稚園教諭一種免許状 

小学校教諭一種免許状 

幼 稚 園 

小 学 校 

健康スポーツ科学科 中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

養護教諭一種免許状  

保健体育 

保健体育 

養  護 

看 護 学 部  

看 護 学 科  中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

養護教諭一種免許状  

保  健 

保  健 

看  護 

養  護 



学  則 

－2－1－1－40－ 

 

別表第三 在籍料（第３７条関係） 

休学の期間 金  額 

前 期 ６０，０００円 

後 期 ６０，０００円 

 

 


